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 2011 年度に定められた設計仕様に基づき，図１に示すような新スレッド RS702 を製作した．この台車は




に停止した．最高速度は 405 km であり最大減速 G は 7G であった． 
 
 





























い，高速度カメラ・燃焼室圧の双方のデータから図８に示すような t1, t2, t3 のばらつき及び条件依存性を
調べた．ここで t1:通電スイッチ ON から固体点火薬発火までの時間，t2:固体点火薬発火からグレーンの
一部へ引火するまでの時間，t3:内圧がアレニウス則により加速度的上昇を伴うフェーズから，一定の後
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